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安全のために

記号の意味

本書では以下の記号が使われています。それぞれの記号の意味をよく理解してから製品を取り扱ってください。

使用制限

本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接関わる装置・防災防犯装置・各種安全装置など機能・精度な

どにおいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全

維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮いただいた上で

当社製品をご使用いただくようお願いいたします。

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、きわめて高い信頼性・安全性が必要とさ

れる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様において十分ご確認のう

え、ご判断ください。

本書について

本書の目的

本書は、EPSON の TM プリンターおよびカスタマディスプレイの Windows ドライバー (Advanced Printer   

Driver) の導入に必要な情報を提供することを目的としています。

本書の構成

本書は次のように構成されています。

ご使用上、 必ず お守り いただき た いこ と を記載し て いま す。 こ の表示を無視し て誤っ た取り 扱い

を すると 、 製品の故障や動作不良の原因に な る可能性が あり ま す。

補足説明や知っ て おいて いただき た いこ と を記載し て いま す。

第 1 章  概要

第 2 章  イ ン スト ー ルと セッ ト アッ プ

第 3 章  サイレ ント イ ン スト ー ル
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第 1 章 　概要

1

概要

はじめに

Advanced Printer Driver ( 以降 APD) は、EPSON の TM プリンターおよびカスタマディスプレイの Windows
ドライバーです。カスタマディスプレイは印刷と同様の操作で表示させることができます。

APD は、POS 組み込み用途向けに、Status API で TM プリンターのステータスを監視することができます。な
お、カスタマディスプレイは対応していません。

すでにセットアップされている APD の環境を、他のコンピューターに復元 ( サイレントインストール ) できます。

コンピューターに接続されたローカルプリンターを、OS のネットワーク機能によって共有プリンター (Point & 

Print) として使用できます。

パッ ケージ構成

APD は以下のパッケージで構成されています。

APD インスト ー ラー (APD_4xxJ.exe)
APD をインストールするパッケージです。

マニュ アル/ サンプ ルインスト ー ラー (APDMANJ_x.exe)
APD のマニュアル、APD を使ったサンプルプログラムをインストールするパッケージです。 

マニュアルは PDF ファイル形式です。
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マニュ アル構成

導入ガ イド
本書です。APD をインストールしてテスト印刷をする ( カスタマディスプレイは文字の表示 ) まで、プリン
タードライバーの追加、ポートの変更、APD を自動的にインストールするサイレントインストールを説明し
ています。

設定ガ イド 　プリ ンター編
APD の使用方法と機能を説明しています。

設定ガ イド 　プリ ンター仕様一覧表
各プリンタードライバーの仕様を説明しています。

設定ガ イド 　TM-C100 編
TM-C100 用プリンタードライバーの使用方法と機能を説明しています。

設定ガ イド 　カスタマディ スプレ イ編
カスタマディスプレイ用プリンタードライバーの使用方法と機能を説明しています。

Status API ガ イド
Status API を使い、お客様のアプリケーションで TM プリンターのステータスを取得する方法について説明
しています。

Devmode API / PRINTERINFO ガ イド
Devmode API を使い、お客様のアプリケーションでプリンターの一部の機能を設定する方法について説明し
ています。また Windows の機能の PRINTERINFO について説明しています。
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第 1 章 　概要

1

動作環境

コ ンピュ ーター

下記 Windows システム (OS) が動作する、PC/AT 互換機

OS

 Microsoft Windows 8 (32bit/64bit)

 Microsoft Windows 7 SP1 (32bit/64bit)

 Microsoft Windows Vista SP2 (32bit/64bit) 日本語版

 Microsoft Windows XP Professional SP3 (32bit) 日本語版

 Microsoft Windows Server 2012 (64bit)

 Microsoft Windows Server 2008 R2 

 Microsoft Windows Server 2008 SP2 (32bit/64bit)

 Microsoft Windows Server 2003 R2 SP2 (32bit/64bit)

Windows Server 2003/2008 環境では、以下のサービス / ソフトウェアをサポートしています。

ターミナルサービス

Citrix XenApp5.0

 Microsoft Windows Embedded 7 (32bit/64bit)

 Microsoft Windows Embedded POSReady 7 

 Microsoft Windows Embedded POSReady 2009 

 Microsoft Windows Embedded for Point of Service 1.1 (32bit)

 Microsoft Windows Embedded Standard (32bit) / Microsoft Windows XP Embedded SP2 (32bit)

以下のコンポーネントが必要です。

Volume Shadow Copy Service

System Restore Core

OLE Dialog Interfaces

Local Printing Support

Task Scheduler (USB ドライバーをインストールする場合に必要です。)

Primitive: DbgHelp (USB ドライバーをインストールする場合に必要です。)

Communications Port ( コンピューターにシリアル / パラレルポートがない場合は手動で組み込む必要

があります。)

Primitive: Winhlp32 ( ヘルプを参照する場合に必要です。)

上記のコンポーネントを追加後、Windows XP Embedded を構成するユーティリティ (Target Designer) を   

使用して、コンポーネントの依存性チェックを行ってください。詳細は OS の入手先にお問い合わせください。

上記以外の OS はサポート し て おり ません。
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インタ フェ ース

APD は以下インタフェースをサポートしています。

TM プリンターの中には、カスタマディスプレイやドロアーの専用インタフェースを実装できる機種があります。

TM プリンターとインタフェースの組み合わせについては、ご購入元までお問い合わせください。

アプリ ケーショ ン

Windows アプリケーションから印刷できます。市販のワープロ / 表計算などのアプリケーションからプログラミン

グしなくても印刷できます。

用紙なしやエラーなどの TM プリンター情報をアプリケーションで取得したい場合には、Status API を使用します。 

この場合はお客様にてアプリケーションを開発していただく必要があります。

サポート 機種

APD 4.xx は以下の機種をサポートしています。

インタ フェ ース 補足

パラレル -

シリアル -

USB USB 2.0 準拠 

(Full-Speed 12M の動作となります。Hi-Speed では動作しません。)

Ethernet 10/100 Base-T

無線 LAN IEEE 802.11b

(IP アドレス設定は無線 LAN インタフェースボード (UB-R02A/R03A) 詳細取

扱説明書をご覧ください。)

DM-D110/120/210 DM-D500 TM-C100 TM-H5000II

TM-H6000II TM-H6000III TM-H6000IV TM-J2000/2100

TM-L60II TM-L90 TM-L90Peeler TM-P60IIPeeler

TM-T285 TM-T20 TM-T70 TM-T88III

TM-T88IV TM-T88V TM-T90 TM-T90KP

TM-U220 TM-U295 TM-U590 TM-U675

TM-U950
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第 1 章 　概要

1

接続パターン

TM プリ ンターと カスタマディ スプレ イやド ロ アーを接続する場合
TM プリンターのインタフェースによって、以下のような接続を選べます。 
なお、パススルー接続や Y 接続は、ドライバーをインストールする順番を守ってください。

USB

B

A

LAN B

B

SASPORT ARCX B
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接続ケーブル

シリアル接続は、以下の配線ケーブルを使用してください。 

( 弊社オプションのシリアルケーブル、OI-C01 を推奨します。)

イ ンタ フ ェース変換コ ネク タ ー / イ ンタ フ ェース増設ボー ド 等を使用し た接続は動作保証外と な

り ま す。

 TM プ リ ンタ ーの機種 （イ ンタ フ ェース仕様） に あっ た接続パタ ーンを選び、各 イ ンタ フ ェース

の通信設定を行っ てく だ さ い。

 TMプ リ ンタ ーおよびカ スタ マディ スプレ イの通信設定は、機器のディ ッ プ ス イッ チなどで行い

ま す。 詳細は製品同梱マニュ ア ルを参照し てく だ さ い。 

Y C

USB
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第 1 章 　概要

1

OSによる記述の違い

本書では OS によって記載内容が異なる場合があります。以下を参照してください。

項目 説明

画面の説明
本書では Windows Vista の画面で説明をしています。 

他の OS をご使用の場合は、読み換えてお使いください。

プリンタードライ

バーの確認と設定

Windows 8 

[ デスクトップ ] - サイドバー[ 設定 ] - [ コントロールパネル ] - [ ハードウェアとサウンド ]
- [ デバイスとプリンター ]
設定するプリンタードライバーを右クリックし、[プリンターのプロパティ]を選択します。

Windows 7 

[スタート] - [コントロールパネル] - [ハードウェアとサウンド] - [デバイスとプリンター]
設定するプリンタードライバーを右クリックし、[プリンターのプロパティ]を選択します。

Windows Vista 

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ ハードウェアとサウンド ] - [ プリンタ ]
設定するプリンタードライバーを右クリックし、[ プロパティ ] を選択します。

Windows XP 

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プリンタと FAX]
設定するプリンタードライバーを右クリックし、[ プロパティ ] を選択します。

共有プリンターの

削除

Windows 8 

[ デスクトップ ] - サイドバー[ 設定 ] - [ コントロールパネル ] - [ ハードウェアとサウンド ]
- [ デバイスとプリンター ]

Windows 7 

[スタート] - [コントロールパネル] - [ハードウェアとサウンド] - [デバイスとプリンター]

Windows Vista 

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ ハードウェアとサウンド ] - [ プリンタ ]

Windows XP 

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プリンタと FAX]

共有プリンターの

追加

Windows 8 

[ デスクトップ ] - サイドバー[ 設定 ] - [ コントロールパネル ] - [ ハードウェアとサウンド ]
- [ プリンターの追加 ]

Windows 7 

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ ハードウェアとサウンド ] - [ プリンターの追加 ]

Windows Vista 

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ ハードウェアとサウンド ] - [ プリンタの追加 ]

Windows XP 

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プリンタを追加する ]

サーバーの

プロパティ

Windows 8 

[ デバイスとプリンター ] から、プリンターを選択すると、画面上部に [ プリント　サー

バープロパティ ] が表示されます。

Windows 7 

[ デバイスとプリンター ] から、プリンターを選択すると、画面上部に [ プリント　サー

バープロパティ ] が表示されます。

Windows Vista 

[ プリンタ ] - [ ファイル ] - [ 管理者として実行 ] - [ サーバーのプロパティ ]

Windows XP 

[ プリンタと FAX] - [ ファイル ] - [ サーバーのプロパティ ]
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制限事項

 EPSON 製ターミナルプリンター（レーザープリンター、インクジェットプリンター等）用プリンタードライバー

や EPSON プリンターウィンドウと、APD を共存する場合、インストールとアンインストールは以下の順序で

行ってください。

【インストール】

1. EPSON 製ターミナルプリンター用プリンタードライバー

2. APD

【アンインストール】

1. APD

2. EPSON 製ターミナルプリンター用プリンタードライバー

またインストール後、EPSON 製ターミナルプリンター用プリンタードライバーを上書きインストールする場合、

先に APD をアンインストールした後、上書きしてください。

 USB接続の場合、APDのインストール後にプラグアンドプレイでプリンタードライバーをインストールできます

が、TM プリンターがオフライン状態 ( カバーオープン、用紙なしなど ) では追加できません。オフライン状態か

ら復帰した時に追加されます。

 USB 接続で同時に使用できる TM プリンターの最大接続台数は 8 台です。

 Windows XP においてパラレルインタフェースの TM プリンターを接続すると、プラグアンドプレイ要求画面終 

了後、デバイスマネージャのその他のデバイスに、「EPSON TM-P2.01」が追加されます。このデバイスの「削 

除」、「ドライバの更新」は行わないでください。パラレルインタフェースの TM プリンターのドライバーをイン

ストール前に接続すると、「EPSON TM-P2.01」が検出されますが、削除や更新は行わずに「キャンセル」して 

下さい。（デバイスマネージャのその他のデバイスに追加され、ドライバーのインストール後に消えます。）

プログラムの

アンインストール

Windows 8 

[ デスクトップ ] - サイドバー [ 設定 ] - [ コントロールパネル ] 
- [ プログラムのアンインストール ]

Windows 7 

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プログラムのアンインストール ]

Windows Vista

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プログラムのアンインストール ]

Windows XP 

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プログラムの追加と削除 ]

Windows 8

アプリケーション

の起動方法

[ スタート ] - [ すべてのアプリ ] リストから使用するアプリケーションを選択します。

項目 説明
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1

マニュ アル/サンプルプログラ ム

マニュアルとサンプルプログラムは、APD とは別パッケージで用意されています。

インスト ー ル

以下の手順でマニュアル / サンプルプログラムをインストールします。

1 マニュアル / サンプルインストーラーのアイコンをダブルクリックし、インストールを開

始します。

2 InstallShield Wizard 画面が表示されます。[ 次へ ] ボタンを押します。

3 「使用許諾契約」画面が表示されます。内容を確認して " 使用許諾契約の全条項に同意しま

す " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

4 「機能の選択」画面が表示されます。インストールする機能を選択します。" マニュアル "/

" サンプルプログラム " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

5 「インストール準備完了」画面が表示されます。[ インストール ] ボタンを押します。 

マニュアルがインストールされます。

6 「InstallShaield Wizard の完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンを押すと、マニュ  

アルのインストールが終了します。

7 [スタート]-[すべてのプログラム]-[EPSON]-[EPSON Advanced Printer Driver 4]-    

[ マニュアル ]/[ サンプルプログラム ] でマニュアル / サンプルプログラムの選択画面が

表示されます。

マニュ ア ル/ サンプ ルプ ロ グラ ムの イ ンスト ー ルは、 APD の イ ンスト ー ル後に行っ てく だ さ い。
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アン インスト ー ル

以下の手順でマニュアル / サンプルプログラムをアンインストールします。

1 [ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プログラムのアンインストール ] を選択します。 

( 他の OS の参照先 )

2 「プログラムと機能」画面が表示されます。[EPSON APD4 Sample&Manual] をクリッ  

クします。

3 アンインストール確認画面が表示されます。[ はい ] ボタンを押します。マニュアル / サン 

プルがアンインストールされます。

4 [完了]ボタンを押すと、マニュアルとサンプルプログラムのアンインストールが終了しま

す。

マニュ ア ル/ サンプ ルプ ロ グラ ムの アン イ ンスト ー ルは、 APD の アン イ ンスト ー ル前に行っ てく

だ さ い。
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第 2 章 　 インスト ー ルと セッ ト アッ プ

2

インスト ー ルとセッ ト アッ プ
本章では、インストールからテスト印刷までの方法について説明しています。また、この章では APD のアンインス

トール (32 ページ ) および、インストール後のメンテナンス (55 ページ ) についても説明しています。

APD 2.xx, 3.xx から アッ プグレー ドの注意

APD 4.xx は APD 2.xx, 3.xx と共存できません。以下の点にご注意ください。

 APD 2.xx, 3.xxがインストールされている環境にAPD 4.xxをインストールすると、以前のバージョンのAPDは   

自動的にアンインストールされ、次に APD4.xx がインストールされます。

 APD 4.xx ではサポートしていない TM プリンターがあります。ご使用の TM プリンターがサポートされているか 

ご確認ください。APD4.xx でサポートしていない TM プリンターを使用している環境にインストールした場合、

ご使用の TM プリンターが使用できなくなります。

APD 4.5xx 以降の APD と他の ド ラ イバー/ ユーティ リ ティ の共存について

APD 4.5xx 以降の APD をインストールすると、以下に記載されているバージョンより前のドライバー / ユーティ 

リティは、使用できなくなります。また共有プリンターも、クライアントコンピューターからアクセスした後、使用

できなくなります。共存可能なドライバー / ユーティリティは、お客様にて別途入手していただき、アップグレード

していただきますようお願いいたします。アップグレードの方法は、各ドライバー / ユーティリティのマニュアルを

参照してください。

共存している他のドライバー / ユーティリティをアップグレードできない場合、APD 4.15 以前のバージョンを再 

インストールして使用してください。

APD4.07 以降は、 32 bit 版 OS と 64 bit 版 OS に対応し て いま す。

 管理者 (Administrator) 権限で イ ンスト ー ルし てく だ さ い。

 APD の イ ンスト ー ルが完了するまでは、 TM プ リ ンタ ーを接続し ないでく だ さ い。

 使用中の アプ リ ケーショ ンを すべて終了さ せてく だ さ い。

他の ド ラ イバー / ユーティ リ ティ 共存可能バージョ ン

EPSON OPOS ADK Ver2.68J 以降

EPSON OPOS ADK for .NET Ver1.11.20 以降

EpsonNet Simple Viewer Ver2.30 以降

TM Virtual Port Driver Ver7.10 以降
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インスト ー ルの種類

APD のインストール方法には、以下の種類があります。

 最小インストール 17 ページ

EPSON が推奨するインストール方法です。 

プリンターを使用するための必要最小限の機能をインストールします。この方法を利用すると、インストール

するファイルサイズを減らし、インストール時間を短縮できます。

 スタンダードインストール 26 ページ

APD がサポートしているすべての機能をインストールします。また、プラグアンドプレイ機能で全機種のプ

リンタードライバーの追加が可能になります。APD4.07 以降は、32bit 版と 64bit 版のプリンタードライ

バーの両方がインストールされます。

 カスタムインストール 33 ページ

特定の機能を選択してインストールします。APD4.07 以降は、ご使用の OS 環境に合わせて、32bit 版また

は 64bit 版のプリンタードライバーを選択できます。

 TM プリンターにカスタマディスプレイを接続する場合のインストール 38 ページ

パススルー接続や Y 接続 (9 ページ ) で、1 つのポートに TM プリンターとカスタマディスプレイを接続する

場合は、ドライバーをインストールする順番が決まっています。インストールの種類は、最小インストール /

スタンダードインストール / カスタムインストールの中から選択します。

本書ではインストール後に行う、以下の方法についても説明しています。

 プラグアンドプレイ 47 ページ

APD をスタンダード / カスタムインストールしたコンピューターに、USB インタフェースの TM プリンター

をインストールします。

 共有プリンターのインストール 49 ページ

共有プリンター (Point & Print) をインストールします。

 APD のアップグレードインストール 64 ページ

APD の新しいバージョンをアップグレードインストールします。

 サイレントインストール 67 ページ

APD 環境を、他のコンピューターにコピーします。これは第 3 章で説明します。
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第 2 章 　 インスト ー ルと セッ ト アッ プ

2

最小インスト ー ル

EPSON が推奨するインストール方法です。プリンターを使用するための必要最小限の機能をインストールします。

この方法を利用すると、インストールするファイルサイズを減らし、インストール時間を短縮できます。

インスト ー ルの流れ

インスト ー ル

次の手順で行います。

1 APD のインストーラーのアイコンをダブルクリックし、インストールを開始します。

2 InstallShield Wizard 画面が表示されます。[ 警告 ] を確認します。 

コンピューターの環境を確認し、インストールを継続する場合は、[ 次へ ] ボタンを押し 

ます。(15 ページの「APD 4.5xx 以降の APD と他のドライバー / ユーティリティの共  

存について」を参照 )

１ ．インスト ー ル (17 ページ )

３ ．テスト ページの印刷 (25 ページ )

２ ．TM プリ ンターの接続 (23 ページ )
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3 「使用許諾契約」画面が表示されます。内容を確認して " 使用許諾契約の全条項に同意しま

す " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

4 「セットアップタイプ」画面が表示されます。" 最小 (EPSON 推奨 )" を選択し、[ 次へ ]  

ボタンを押します。

5 「プリンター設定」画面が表示されます。インストールするドライバーの機種を選択する

ため、[ 追加 ] ボタンを押します。

4 >

5 >

3 >
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6 「プリンターの追加」画面が表示されます。使用するプリンタードライバーとポートを設

定し、[ 次へ ] ボタンを押します。

7 「パラレル設定」画面が表示されます。パラレルポートの設定をして、[ 次へ ] ボタンを押

します。手順 10 へ進んでください。

設定 説明

ドライバー選択 プリンタードライバーを選択します。

プリンター名 プリンタードライバー名です。 

これは編集可能です。Unicode、2 バイト文字は使用できません。

ポート種別 TM プリンターを接続するインタフェースを選択します。

LPT 用ポートの作成 : 手順 7 へ進んでください。

COM 用ポートの作成 : 手順 8 へ進んでください。

Ethernet 用ポートの作成 : 手順 9 へ進んでください。

USB 用ポートの作成 : 手順 10 へ進んでください。

通常使うプリンターに設定 Windows のアプリケーションで、通常使うプリンタードライバーにするときに

チェックします。

設定 説明

プリンター名 手順 6 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

パラレルポート TM プリンターを接続するパラレルポート番号を指定します。 

通常は設定する必要がありません。

6 > 7 >
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8 「シリアル設定」画面が表示されます。シリアルポートの設定をして、[ 次へ ] ボタンを押

します。手順 10 へ進んでください。

9 「Ethernet 設定」画面が表示されます。TM プリンターの IP アドレスを設定して、[ 次へ ]

ボタンを押します。手順 10 へ進んでください。

設定 説明

プリンター名 手順 6 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

シリアルポート TM プリンターを接続するシリアルポート番号を指定します。

ボーレート 通信速度を設定します。

データビット データビットを設定します。

ストップビット ストップビットを設定します。

フロー制御 コンピューターとシリアルデバイス間のデータフロー制御を設定します。

パリティ パリティを設定します。

設定 説明

プリンター名 手順 6 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

IP アドレス TM プリンターの IP アドレスを設定します。 

TM プリンターに IP アドレスを設定する方法については、60 ページ「TM プ

リンターに IP アドレスを設定する」を参照してください。
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10「プリンター設定」画面に戻ります。手順 6 ～手順 9 で設定したプリンタードライバーが 

一覧表示されます。さらにインストールする場合、以下の設定をします。 

設定が終了したら [ 次へ ] ボタンを押します。

■ 複数のプリンタードライバーをインストールする : 

[ 追加 ] ボタンを押します。手順 6 ～手順 9 を繰り返します。

■ 同じプリンタードライバーを複数インストールする : 

[ コピー ] ボタンを押します。手順 6 ～手順 9 を繰り返します。 

( 同時接続台数は 8 台、ドライバーのコピー は 100 台まで可能です。)

■ 同じ機種の異なるドライバーをインストールする : 

[ 追加 ] ボタンを押します。手順 6 で同じ機種の異なるドライバーを選択します。 

" ポート種別 " が、1 台目のプリンタードライバーとの共有 ( 例 : "EPSON TM-   

H6000III Receipt と共有 ") になっていることを確認します。

同じ機種の異な る ド ラ イバーを イ ンスト ー ルする例と し て、 以下の組み合わせが考えら れま す。

 ハイ ブリ ッ ド プ リ ンタ ーの Receipt ド ラ イバーと Slip ド ラ イバーを使用

 ラベ ルプ リ ンタ ーで Peeler 用紙と 全面ラベ ル紙を切り 替えて使用

 プ リ ンタ ー ド ラ イバーの設定を切り 替えて使用 

( 例 : レ シート ( 縦書き ) と 領収書 ( 横書き ) を ド ラ イバーを切り 替えて使用 )



22

11「ファイルコピーの開始」 画面が表示されます。"現在の設定"からインストールする内容を 

確認し、[ 次へ ] ボタンを押します。

12APD がインストールされます。

13「InstallShaield Wizard の完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンを押すと、 

インストールが終了します。

14[ スタート ] - [ コントロール パネル ] -[ ハードウェアとサウンド ] - [ プリンタ ] ( 他の           

OS の参照先 ) からプリンタードライバーがインストールされていることを確認します。

12 >11 >

13 >
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TM プリ ンターの接続

TM プリンターを接続する前に、TM プリンターの DIPSW の Busy となる条件を、" 受信バッファフルのみ " に設

定してください。

TM プリンターを接続します。TM プリンターの接続方法や DIPSW の確認方法については、各 TM プリンターの    

製品同梱マニュアルか詳細取扱説明書を参照してください。

パラレ ル(LPT) 接続
TM プリンターを接続すると、「新しいハードウェアが見つかりました。EPSON TM-P2.01」が表示され、“新し 

いハードウェア検索ウィザード”が表示されます。その場合、次の手順で進めてください。

1 [ 次へ ] ボタンを押し、ドライバーを検索します。

2 ドライバーが見つかり、インストールされます。

シリ アル(COM) 接続
プリンタードライバーのポート設定を、TM プリンターの設定 ( ボーレート / データビット / パリティ / ストップ      

ビット / フロー制御 ) と一致させてください。

TM プリンターの Busy となる条件を、[ 受信バッファーフルのみ ] に設定してください。設定方法と対象機種は、

以下のとおりです。 

Ethernet（10/100 Base-T）接続
TM プリンターの IP アドレスを確認してください。TM プリンターに IP アドレスを設定する方法については、60 

ページ「TM プリンターに IP アドレスを設定する」を参照してください。

無線 LAN（IEEE 802.11b）接続
TM プリンターの IP アドレスを確認してください。IP アドレスの設定には、Ethernet( 無線 LAN インタフェース ) 

モデル向け IP アドレス設定ユーティリティが必要です。またセキュリティ対策や設置場所についても十分な確認を

行なってください。詳細は、「無線LANインタフェースボード(UB-R02A/R03A)詳細取扱説明書」をご覧ください。

 1 台のコ ン ピ ュータ ーで同時に使用でき る TM プ リ ンタ ーの最大接続台数は 8 台で す。

 TM プ リ ンタ ーの電源オフ し てから 5 秒以上待っ て電源を オンし てく だ さ い。

設定方法 対象機種

ユーザーが TM プ リ ンタ ーのディ ッ プ ス イッ チで設定。 下記の機種以外

ユーザーは設定不要。 プ リ ンタ ー ド ラ イバーがメ モリ ー

ス イッ チを自動設定する。

TM-J2000/2100、TM-L90、TM-L90Peeler、TM-T90、
TM-T90KP、TM-T20 
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USB 接続
APD をインストールする前に TM プリンターを接続しないでください。 

もし APD をインストールする前に TM プリンターを接続してしまった場合は、該当のポートドライバーを削除して

から、TM プリンターを接続せずに再度プリンタードライバーをインストールしてください。

接続でき る USB デバ イ ス

 最長 USB ケーブ ル長 5 m、 最大 ハブ数 5 段。 

 USB2.0 規格 (12Mbps) に適合し て い る USB ケーブ ル、 USB ハブを使用し てく だ さ い。

USB の省電力に ついては、 APD を イ ンスト ー ルし た後に生成さ れる、 

C:\Program Files\EPSON\EPSON Advanced Printer Driver 4\TMUSB\readme_j.txt を ご覧く だ さ い。
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テスト ページの印刷

APD が正常にインストールされて印刷できるか確認するために、テストページの印刷を行ないます。

テストページの印刷は、次の手順で行います。

1 [スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド] - [プリンタ] を開き、        

インストールしたプリンタードライバーを右クリックし、[ プロパティ ] を選択します。 

( 他の OS の参照先 )

2 TM プリンターのプロパティ画面が表示されます。[ テストページの印刷 ] ボタンを押し、

テストページを印刷します。

3 テストページの印刷結果確認画面が表示されます。正常にテスト印刷された場合は [ 閉じ

る ] ボタンを押します。正常にテスト印刷されなかった場合は、[ プリンタの問題のトラ

ブルシューティング ] を押して、Windows のメッセージに従って確認をしてください。

 APD のテスト ページの印刷は、 通常のテスト ページの印刷の よ う に、 すべてのデータ を印字し

ません。

 テスト ページの印刷は、 文字 / 画像イメ ージデータ と し て印字さ れま す。 印字データ が多く な

るため、 シ リ ア ルイ ンタ フ ェースを ご使用の場合は、 TM プ リ ンタ ーと の通信に時間がかかり 、

印字が遅く なり ま す。
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スタンダー ド インスト ー ル

APD がサポートしているすべての機能をインストールします。また、プラグアンドプレイ機能で全機種のプリンター

ドライバーの追加が可能になります。APD4.07 以降は、32bit 版と 64bit 版のプリンタードライバーの両方がイ

ンストールされます。

インスト ー ルの流れ

インスト ー ル

次の手順で行います。

1 APD のインストーラーのアイコンをダブルクリックし、インストールを開始します。

2 InstallShield Wizard 画面が表示されます。[ 警告 ] を確認します。 

コンピューターの環境を確認し、インストールを継続する場合は、[ 次へ ] ボタンを押し 

ます。(15 ページの「APD 4.5xx 以降の APD と他のドライバー / ユーティリティの共  

存について」を参照 )

１ ．インスト ー ル (26 ページ )

３ ．テスト ページの印刷 (25 ページ )

２ ．TM プリ ンターの接続 (23 ページ )
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3 「使用許諾契約」画面が表示されます。内容を確認して " 使用許諾契約の全条項に同意しま

す " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

4 「セットアップタイプ」画面が表示されます。" スタンダード " を選択し、[ 次へ ] ボタンを  

押します。

5 「プリンター設定」画面が表示されます。APD のインストールと同時にプリンタードライ 

バーをインストールする場合、[ 追加 ] ボタンを押します。 

APD のインストール終了後、プラグアンドプレイでドライバーをインストールする場合、

[ 次へ ] ボタンを押して手順 11 に進んでください。

4 >

5 >

3 >
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6 「プリンターの追加」画面が表示されます。使用するプリンタードライバーとポートを設

定し、[ 次へ ] ボタンを押します。

7 「パラレル設定」画面が表示されます。パラレルポートの設定をして、[ 次へ ] ボタンを押

します。手順 10 へ進んでください。

設定 説明

ドライバー選択 プリンタードライバーを選択します。

プリンター名 プリンタードライバー名です。 

これは編集可能です。Unicode、2 バイト文字は使用できません。

ポート種別 TM プリンターを接続するインタフェースを選択します。

LPT 用ポートの作成 : 手順 7 へ進んでください。

COM 用ポートの作成 : 手順 8 へ進んでください。

Ethernet 用ポートの作成 : 手順 9 へ進んでください。

USB 用ポートの作成 : 手順 10 へ進んでください。

通常使うプリンターに設定 Windows のアプリケーションで、通常使うプリンタードライバーにするときに

チェックします。

設定 説明

プリンター名 手順 6 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

パラレルポート TM プリンターを接続するパラレルポート番号を指定します。 

通常は設定する必要がありません。

6 > 7 >
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8 「シリアル設定」画面が表示されます。シリアルポートの設定をして、[ 次へ ] ボタンを押

します。手順 10 へ進んでください。

9 「Ethernet 設定」画面が表示されます。TM プリンターの IP アドレスを設定して、[ 次へ ]

ボタンを押します。手順 10 へ進んでください。

設定 説明

プリンター名 手順 6 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

シリアルポート TM プリンターを接続するシリアルポート番号を指定します。

ボーレート 通信速度を設定します。

データビット データビットを設定します。

ストップビット ストップビットを設定します。

フロー制御 コンピューターとシリアルデバイス間のデータフロー制御を設定します。

パリティ パリティを設定します。

設定 説明

プリンター名 手順 6 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

IP アドレス TM プリンターの IP アドレスを設定します。 

TM プリンターに IP アドレスを設定する方法については、60 ページ「TM プ

リンターに IP アドレスを設定する」を参照してください。
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10「プリンター設定」画面に戻ります。手順 6 ～手順 9 で設定したプリンタードライバーが 

一覧表示されます。さらにインストールする場合、以下の設定をします。 

設定が終了したら [ 次へ ] ボタンを押します。

■ 複数のプリンタードライバーをインストールする : 

[ 追加 ] ボタンを押します。手順 6 ～手順 9 を繰り返します。

■ 同じプリンタードライバーを複数インストールする : 

[ コピー ] ボタンを押します。手順 6 ～手順 9 を繰り返します。 

( 同時接続台数は 8 台、ドライバーのコピー は 100 台まで可能です。)

■ 同じ機種の異なるドライバーをインストールする : 

[ 追加 ] ボタンを押します。手順 6 で同じ機種の異なるドライバーを選択します。 

" ポート種別 " が、1 台目のプリンタードライバーとの共有 ( 例 : "EPSON TM-   

H6000III Receipt と共有 ") になっていることを確認します。

同じ機種の異な る ド ラ イバーを イ ンスト ー ルする例と し て、 以下の組み合わせが考えら れま す。

 ハイ ブリ ッ ド プ リ ンタ ーの Receipt ド ラ イバーと Slip ド ラ イバーを使用

 ラベ ルプ リ ンタ ーで Peeler 用紙と 全面ラベ ル紙を切り 替えて使用

 プ リ ンタ ー ド ラ イバーの設定を切り 替えて使用 

( 例 : レ シート ( 縦書き ) と 領収書 ( 横書き ) を ド ラ イバーを切り 替えて使用 )
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11「ファイルコピーの開始」 画面が表示されます。"現在の設定"からインストールする内容を 

確認し、[ 次へ ] ボタンを押します。

12APD がインストールされます。

13「InstallShaield Wizard の完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンを押すと、インス  

トールが終了します。

14手順5でプリンタードライバーを選択した場合、[スタート] - [コントロール パネル] - [     

ハードウェアとサウンド ] - [ プリンタ ] ( 他の OS の参照先 ) からプリンタードライバー   

がインストールされていることを確認します。 

手順 5 でプリンタードライバーを選択していない場合、ここにプリンタードライバーは

表示されません。

12 >11 >

13 >
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アンインスト ー ル

APD に関わる全て ( ポートドライバーやプリンタードライバーなど ) をアンインストールします。

APD のアンインストールは以下の手順で行います。

1 コンピューターで行っている、他のすべての作業を終了します。

2 [スタート] - [すべてのプログラム] - [EPSON] - [EPSON Advanced Printer Driver         

4] - [APD4 の変更、削除、サイレントインストーラー作成 ] を選択します。

3 「ようこそ」画面が表示されます。" アンインストール " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押しま  

す。

4 アンインストール確認画面が表示されます。[ はい ] ボタンを押します。

5 APD がアンインストールされます。

6 「アンインストール完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンを押すと、アンインストー 

ルが完了します。再起動の要求があった場合は、再起動してください。

APD に は画面表示さ せないで アン イ ン スト ー ルするサイレ ント アン イ ン スト ー ル機能が あり ま

す。 詳細は、 73 ページの 「/uninstall : サイレ ント アン イ ン スト ー ル」 を ご覧く だ さ い。

[ スタ ート ] - [ コ ント ロ ー ル パネ ル] - [ ハー ド ウ ェ アと サウ ン ド ] - [ プ リ ンタ ]  ( 他の OS の         

参照先 ) から 直接プ リ ンタ ー ド ラ イバーを削除し ないでく だ さ い。画面から ア イコ ン ( プ リ ンタ ー

ド ラ イバー ) が消えても 、 APD はアン イ ンスト ー ルさ れません。 プ リ ンタ ー ド ラ イバーの削除に

ついては、 58 ページの 「プ リ ンタ ー ド ラ イバーの削除」 を ご覧く だ さ い。

3 >
4 >

6 >5 >
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カスタ ムインスト ー ル

カスタムインストールは、特定の機能を選択してインストールします。また、APD4.07 以降は、ご使用の OS 環境

に合わせて 32bit 版または 64bit 版のプリンタードライバーを選択できます。

インスト ー ルの流れ

インスト ー ル

次の手順で行います。

1 APD のインストーラーのアイコンをダブルクリックし、インストールを開始します。

2 InstallShield Wizard 画面が表示されます。[ 警告 ] を確認します。 

コンピューターの環境を確認し、インストールを継続する場合は、[ 次へ ] ボタンを押し 

ます。(15 ページの「APD 4.5xx 以降の APD と他のドライバー / ユーティリティの共  

存について」を参照 )

3 「使用許諾契約」画面が表示されます。内容を確認して " 使用許諾契約の全条項に同意しま

す " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

１ ．インスト ー ル (33 ページ )

３ ．テスト ページの印刷 (25 ページ )

２ TM プリ ンターの接続 (23 ページ )



34

4 「セットアップタイプ」画面が表示されます。" カスタム " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押し  

ます。

5 「プリンター設定」画面が表示されます。インストールする機種を選択するため、[ 追加 ]

ボタンを押します。 

APD のインストール終了後、プラグアンドプレイでドライバーをインストールする場合、

" プラグ & プレイで全機種のプリンターの追加を可能にする。" にチェックし、[ 次へ ] 

ボタンを押して手順 11 に進んでください。

6 「プリンターの追加」画面が表示されます。使用するプリンタードライバーとポートを設

定し、[ 次へ ] ボタンを押します。

設定 説明

プラグ & プレイで全機種の

プリンターの追加を可能にする。

チェックなし

( 初期値 )
選択した機種のドライバーのみインストールします。

チェックあり すべての機種のドライバーをインストールします。APD
のインストール後に、プラグアンドプレイで別の機種の

ドライバーをインストールできます。

設定 説明

ドライバー選択 プリンタードライバーを選択します。

プリンター名 プリンタードライバー名です。 

これは編集可能です。Unicode、2 バイト文字は使用できません。

ポート種別 TM プリンターを接続するインタフェースを選択します。

LPT 用ポートの作成 : 手順 7 へ進んでください。

COM 用ポートの作成 : 手順 8 へ進んでください。

Ethernet 用ポートの作成 : 手順 9 へ進んでください。

USB 用ポートの作成 : 手順 10 へ進んでください。

通常使うプリンターに設定 Windows のアプリケーションで、通常使うプリンタードライバーにするときに

チェックします。

4 > 5 >
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7 「パラレル設定」画面が表示されます。パラレルポートの設定をして、[ 次へ ] ボタンを押

します。手順 10 へ進んでください。

8 「シリアル設定」画面が表示されます。シリアルポートの設定をして、[ 次へ ] ボタンを

押します。手順 10 へ進んでください。

9 「Ethernet 設定」画面が表示されます。TM プリンターの IP アドレスを設定して、[ 次

へ ] ボタンを押します。手順 10 へ進んでください。

10「プリンター設定」画面に戻ります。手順 6 ～手順 9 で設定したプリンタードライバーが 

一覧表示されます。さらにインストールする場合、以下の設定をします。 

設定が終了したら [ 次へ ] ボタンを押します。

■ 複数のプリンタードライバーを追加する : 

[ 追加 ] ボタンを押します。手順 6 ～手順 9 を繰り返します。

■ 同じ機種のプリンタードライバーを複数追加する : 

[ コピー ] ボタンを押します。手順 6 ～手順 9 を繰り返します。 

( 同時接続台数は 8 台、ドライバーのコピー は 100 台まで可能です。)

設定 説明

プリンター名 手順 8 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

パラレルポート TM プリンターを接続するパラレルポート番号を指定します。 

通常は設定する必要がありません。

設定 説明

プリンター名 手順 8 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

シリアルポート TM プリンターを接続するシリアルポート番号を指定します。

ボーレート 通信速度を設定します。

データビット データビットを設定します。

ストップビット ストップビットを設定します。

フロー制御 コンピューターとシリアルデバイス間のデータフロー制御を設定します。

パリティ パリティを設定します。

設定 説明

プリンター名 手順 8 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

IP アドレス TM プリンターの IP アドレスを設定します。 

TM プリンターに IP アドレスを設定する方法については、60 ページ「TM プ

リンターに IP アドレスを設定する」を参照してください。
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11「機能の選択」画面が表示されます。コンピューターにインストールする APD の機能を 

選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。以下の機能を選択できます。

機能 説明

環境 32bit プリンタードライバー 32bit版OS用のEPSONプリンタードライバーをサポートします。

64bit 版 OS からインストールした場合、選択できます。

64bit プリンタードライバー 64bit版OS用のEPSONプリンタードライバーをサポートします。

32bit 版 OS からインストールした場合、選択できます。

Status API .NET .NET 環境で Status API をサポートします。

Devmode API .NET .NET 環境で Devmode API をサポートします。

ヘルプの言語 選択した言語のヘルプを表示可能にします。

ツール TMfLogo TM プリンターにビットマップデータを登録する、TM Flash ロゴ 

登録ユーティリティをインストールします。

メモリースイッチ設定ツール プリンターのメモリースイッチの設定の確認や、変更するメモ

リースイッチ設定ツールをインストールします。

電子ジャーナル 電子ジャーナル設定ユーティリティをインストールします。

用紙レイアウト 用紙レイアウト設定ツールをインストールします。(TM-L90 専用 )

ステータスビューワー ステータスビューワーをインストールします。(TM-C100 専用 )

”ステータスビューワー”にチェックした場合、”自動実行”が選択

可能になります。チェックした場合、ログイン時にステータス

ビューワーが自動起動します。

Printer Network Setting Printer Network Setting をインストールします。

スタートメニューへショートカットを追加 スタートメニューに APD のショートカットが追加されます。 

初期値 : チェックあり
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12「ファイルコピーの開始」画面が表示されます。" 現在の設定 " からインストールする 

内容を確認し、[ 次へ ] ボタンを押します。

13APD がインストールされます。

14「InstallShaield Wizard の完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンを押すと、インス  

トールが終了します。

15[スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド] - [プリンタ] (他のOS        

の参照先 ) からプリンタードライバーがインストールされていることを確認します。



38

TMプリ ンターにカスタマディ スプレ イを接続する場合

ここでは TM プリンターとカスタマディスプレイを接続し、APD を使用する場合のインストール手順を説明します。

インスト ー ルの流れ

パスス ルー接続の インスト ー ル

パススルー接続は、コンピューターからカスタマディスプレイを経由して TM プリンターを接続する方法です。 

インタフェースはシリアルで、コンピューター - カスタマディスプレイ - TM プリンター間のすべての通信設定を    

同じにする必要があります。カスタマディスプレイと TM プリンターのディップスイッチ / メモリースイッチの設定

は、各機種の詳細取扱説明書を参照してください。

次の手順で行います。

1 APD のインストーラーのアイコンをダブルクリックし、インストールを開始します。

2 InstallShield Wizard 画面が表示されます。[ 警告 ] を確認します。 

コンピューターの環境を確認し、インストールを継続する場合は、[ 次へ ] ボタンを押し 

ます。(15 ページの「APD 4.5xx 以降の APD と他のドライバー / ユーティリティの共  

存について」を参照 )

3 「使用許諾契約」画面が表示されます。内容を確認して " 使用許諾契約の全条項に同意しま

す " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

イ ンスト ー ルの種類は、 最小イ ン スト ー ル、 スタ ン ダー ド イ ンスト ー ル、 カ スタ ムイ ンスト ー ル

の中から 選択でき ま す。 こ こ では最小イ ンスト ー ルの場合を説明し て いま す。

１ ．パススルー接続の インスト ー ル (38 ページ )

Y 接続の インスト ー ル (41 ページ )

３ ．テスト 印刷 / 表示 (46 ページ )

２ ． デバイスの接続 (45 ページ )
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4 「セットアップタイプ」画面が表示されます。" 最小 " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

5 「プリンター設定」画面が表示されます。インストールする機種を選択するため、[ 追加 ]

ボタンを押します。

6 「プリンターの追加」画面が表示されます。使用するカスタマディスプレイのプリンター

ドライバーと、ポートを設定し、[ 次へ ] ボタンを押します。

7 「シリアル設定」画面が表示されます。シリアルポートの設定をして、[ 次へ ] ボタンを押

します。

設定 説明

ドライバー選択 カスタマディスプレイのプリンタードライバーを選択します。

プリンター名 カスタマディスプレイのドライバー名です。 

これは編集可能です。Unicode、2 バイト文字は使用できません。

ポート種別 カスタマディスプレイを接続するインタフェースを選択します。

”COM ポートの作成 ” を選択します。

通常使うプリンターに設定 Windows のアプリケーションで、通常使うプリンタードライバーにするときに

チェックします。

設定 説明

プリンター名 手順 6 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

シリアルポート TM プリンターを接続するシリアルポート番号を指定します。

ボーレート 通信速度を設定します。

データビット データビットを設定します。

ストップビット ストップビットを設定します。

フロー制御 コンピューターとシリアルデバイス間のデータフロー制御を設定します。

パリティ パリティを設定します。

6 > 7 >
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8 「プリンター設定」画面に戻ります。[ 追加 ] ボタンを押し、TM プリンターのプリンター 

ドライバーを選択します。

9 「プリンターの追加」画面が表示されます。最初に、使用する TM プリンターのプリンター

ドライバーを選択します。次に " ポート種別 " が、手順 6 ～手順 7 で設定したカスタマ

ディスプレイになっていることを確認 ( 例 : "EPSON DM-D50X 32x4 に接続 ") し、 

[ 次へ ] ボタンを押します。

10「プリンター設定」画面に戻ります。[ 次へ ] ボタンを押します。

11「ファイルコピーの開始」画面が表示されます。" 現在の設定 " からインストールする内容

を確認し、[ 次へ ] ボタンを押します。

設定 説明

ドライバー選択 TM プリンターのプリンタードライバーを選択します。

プリンター名 プリンタードライバー名です。 

これは編集可能です。Unicode、2 バイト文字は使用できません。

ポート種別 TM プリンターを接続するインタフェースを選択します。

通常使うプリンターに設定 Windows のアプリケーションで、通常使うプリンタードライバーにするときに

チェックします。

カ スタ ムイ ンスト ー ルの場合、 「フ ァイ ルコ ピーの開始」 画面の前に 「機能の選択」 画面が表示さ

れま す。

10 > 11 >
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12 APD がインストールされます。

13 「InstallShaield Wizard の完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンを押すと、イン  

ストールが終了します。

14 [スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド] - [プリンタ] (他の        

OSの参照先)からプリンタードライバーとカスタマディスプレイのドライバーがイン

ストールされていることを確認します。

Y 接続の インスト ー ル

Y 接続は、コンピューターから TM プリンターを経由してカスタマディスプレイを接続する方法です。

コンピューターと TM プリンターのインタフェースは、USB またはシリアルです。TM プリンターとカスタマディ

スプレイのインタフェースは、シリアルで、カスタマディスプレイのモジュラーケーブルを TM プリンターの DM-

D コネクターに接続します。

カスタマディスプレイの通信速度は 19200bps に設定してください。 

電源は、カスタマディスプレイから入れ、TM プリンターはその後に入れて下さい。 

カスタマディスプレイと TM プリンターのディップスイッチ / メモリースイッチの設定は、各機種の詳細取扱説明書

を参照してください。

次の手順で行います。

1 APD のインストーラーのアイコンをダブルクリックし、インストールを開始します。

2 InstallShield Wizard 画面が表示されます。[ 警告 ] を確認します。 

コンピューターの環境を確認し、インストールを継続する場合は、[ 次へ ] ボタンを押し 

ます。(15 ページの「APD 4.5xx 以降の APD と他のドライバー / ユーティリティの共  

存について」を参照 )

3 「使用許諾契約」画面が表示されます。内容を確認して " 使用許諾契約の全条項に同意しま

す " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

USB
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4 「セットアップタイプ」画面が表示されます。" 最小 " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

5 「プリンター設定」画面が表示されます。インストールする機種を選択するため、[ 追加 ]

ボタンを押します。

6 「プリンターの追加」画面が表示されます。使用する TM プリンターのプリンタードライ

バーとポートを設定し、[ 次へ ] ボタンを押します。

7 「シリアル設定」画面が表示されます。シリアルポートの設定をして、[ 次へ ] ボタンを押

します。

設定 説明

ドライバー選択 TM プリンターのプリンタードライバーを選択します。

プリンター名 プリンタードライバー名です。 

これは編集可能です。Unicode、2 バイト文字は使用できません。

ポート種別 TM プリンターを接続するインタフェースを選択します。

COM 用ポートの作成 : 手順 7 へ進んでください。

USB 用ポートの作成 : 手順 8 へ進んでください。

通常使うプリンターに設定 Windows のアプリケーションで、通常使うプリンタードライバーにするときに

チェックします。

設定 説明

プリンター名 手順 6 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

シリアルポート TM プリンターを接続するシリアルポート番号を指定します。

ボーレート 通信速度を設定します。

データビット データビットを設定します。

ストップビット ストップビットを設定します。

フロー制御 コンピューターとシリアルデバイス間のデータフロー制御を設定します。

パリティ パリティを設定します。
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8 「プリンター設定」画面に戻ります。[ 追加 ] ボタンを押し、カスタマディスプレイのプリ 

ンタードライバーを選択します。

9 「プリンターの追加」画面が表示されます。最初に、使用するカスタマディスプレイのド

ライバーを選択します。次にポート種別が手順 6 ～手順 7 で設定した TM プリンターに

なっていることを確認 ( 例 : EPSON TM-H6000III Receipt に接続 ) し、[ 次へ ] ボタン    

を押します。

10「プリンター設定」画面に戻ります。[ 次へ ] ボタンを押します。

11「ファイルコピーの開始」画面が表示されます。" 現在の設定 " からインストールする内容

を確認し、[ 次へ ] ボタンを押します。

設定 説明

ドライバー選択 TM プリンターのプリンタードライバーを選択します。

プリンター名 プリンタードライバー名です。 

これは編集可能です。Unicode、2 バイト文字は使用できません。

ポート種別 TM プリンターを接続するインタフェースを選択します。

通常使うプリンターに設定 Windows のアプリケーションで、通常使うプリンタードライバーにするときに

チェックします。

10 > 11 >
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12APD がインストールされます。

13「InstallShaield Wizard の完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンを押すと、インス  

トールが終了します。

14[スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド] - [プリンタ] (他のOS        

の参照先)からプリンタードライバーとカスタマディスプレイのドライバーがインストー

ルされていることを確認します。
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デバ イスの接続

デバイス (TM プリンター、カスタマディスプレイ ) を接続する前に以下を確認してください。

 TM プリンターの DIPSW の Busy となる条件を、" 受信バッファフルのみ " に設定してください。

 DM-D500 を Y 接続する場合、ディップスイッチの設定をしてください。

デバイスを接続します。デバイスの接続方法やディップスイッチの確認方法については、各 デバイスの製品同梱マ 

ニュアルか詳細取扱説明書を参照してください。

シリ アル(COM) 接続
プリンタードライバーのポート設定を、TM プリンターやカスタマディスプレイの設定 ( ボーレート / データビット  

/ パリティ / ストップビット / フロー制御 ) と一致させてください。 

TM プリンターの Busy となる条件を、[ 受信バッファーフルのみ ] に設定してください。設定方法と対象機種は、

23 ページ「シリアル (COM) 接続」を参照してください。

USB 接続
APD をインストールする前に TM プリンターを接続しないでください。 

もし APD をインストールする前に TM プリンターを接続してしまった場合は、該当のポートドライバーを削除して

から、TM プリンターを接続せずに再度プリンタードライバーをインストールしてください。

 1 台のコ ン ピ ュータ ーで同時に使用でき る TM プ リ ンタ ーの最大接続台数は 8 台で す。

 TM プ リ ンタ ーの電源オフ し てから 5 秒以上待っ て電源を オンし てく だ さ い。

接続でき る USB デバ イ ス

 最長 USB ケーブ ル長 5 m、 最大 ハブ数 5 段。 

 USB2.0 規格 (12Mbps) に適合し て い る USB ケーブ ル、 USB ハブを使用し てく だ さ い。

USB の省電力に ついては、 APD を イ ンスト ー ルし た後に生成さ れる、 

C:\Program Files\EPSON\EPSON Advanced Printer Driver 4\TMUSB\readme_j.txt を ご覧く だ さ い。
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テスト 印刷 / 表示

APD が正常にインストールされて印刷 / 表示できるか確認するために、テスト印刷 / 表示を行ないます。

TM プリ ンター
TM プリンターの場合、テストページの印刷で確認します。25 ページ「テストページの印刷」を参照してください。

カスタマディ スプレ イ
カスタマディスプレイの場合、プリンタードライバーのテスト印刷で確認します。 

次の手順で行います。

1 [スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド] - [プリンタ] (他のOS        

の参照先 ) からカスタマディスプレイのプリンタードライバーを右クリックし、[ 印刷設

定 ] を選択します。

2 印刷設定画面が表示されます。[ フォント ] タブを選択します。

3 テストデータに表示させるデータを入力し、[ 実行 ] ボタンを押します。

4 正常にインストールされた場合は、カスタマディスプレイに手順 3 で入力したデータが表

示されます。
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プラグアンドプレ イ

すでに APD がインストールされている環境で、Windows のプラグアンドプレイ機能からプリンタードライバーを

インストールします。

インスト ー ルの流れ

TM プリ ンターの接続

次の手順で接続してください。

1 TMプリンターを接続する前に、TMプリンターのDIPSWのBusyとなる条件を、"受信バッ

ファフルのみ " に設定します。

2 TM プリンターを接続します。

 プ ラグアン ド プレ イ機能は、 USB イ ン タ フ ェースの TM プ リ ンタ ーの み使用でき ま す。

 最小イ ンスト ー ル、またはカ スタ ムイ ンスト ー ルで"プ ラグ&プレ イで全機種の プ リ ンタ ーの追

加を可能に する。 " を チェッ ク し なかっ た場合、 イ ンスト ー ルし た機種の みイ ンスト ー ルがで

き ま す。

 APD を イ ンスト ー ルする前に TM プ リ ンタ ーを接続し てし ま っ た場合は、 該当のポート ド ラ イ

バーを削除し てから、 TM プ リ ンタ ーを接続せずに再度プ リ ン ター ド ラ イバーを イ ンスト ー ル

し てく だ さ い。

 TM プ リ ンタ ーの接続方法やDIPSWの確認方法に ついては、各 TM プ リ ンタ ーの製品同梱マニュ   

ア ルか詳細取扱説明書を参照し てく だ さ い。

 1 台のコ ン ピ ュータ ーで同時に使用でき る TM プ リ ンタ ーの最大接続台数は 8 台で す。

 TM プ リ ンタ ーの電源オフ し てから 5 秒以上待っ て電源を オンし てく だ さ い。

 接続でき る USB デバ イ ス

 最長 USB ケーブ ル長 5 m、 最大 ハブ数 5 段。 

 USB2.0 規格 (12Mbps) に適合し て い る USB ケー ブ ル、 USB ハブを使用し てく だ さ い。

１ ．TM プリ ンターの接続 (23 ページ )

３ ．テスト ページの印刷 (25 ページ )

２ ．プリ ンター ド ラ イバーの インスト ー ル (48 ページ )
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プリ ンター ド ラ イバーの インスト ー ル

電源をオンすると自動的にプリンタードライバーがインストールされます。 

コンピューターの画面の右下に以下メッセージが表示されます。

TM プ リ ンタ ーがオフ ラ イ ン状態 ( カ バーオープ ン、 用紙なし など ) では、 プ リ ンタ ー ド ラ イバー

を イ ンスト ー ルでき ません。TM プ リ ンタ ーが印刷可能な状態に な ると 、 プ リ ンタ ー ド ラ イバーは

追加さ れま す。
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共有プリ ンター

APD4 は、共有プリンター（Point&Print）をサポートしています。ここでは、共有プリンターを使うクライアント

コンピューターに、APD をインストールする方法について説明します。また、アンインストールについても説明し

ます。

インスト ー ル

共有プリンターをインストールする前に、以下を確認してください。

 サーバーのプリンターが共有設定されていることを確認してください。

 クライアントコンピューターに、Epson のドライバー / ユーティリティがインストールされている場合、そ

れらのバージョンを確認してください。(15 ページの「APD 4.5xx 以降の APD と他のドライバー / ユー

ティリティの共存について」を参照 )

 サーバーおよび APD をインストールするクライアントコンピューターに、Microsoft ネットワーク用クライ

アントがインストールされていることを確認してください。

サーバーに APD を イ ンスト ー ルする時に、 32bit / 64bit 版の両方の プ リ ンタ ー ド ラ イバーを イ ン  

スト ー ルすると 、32bit 版 OS / 64bit 版 OS のク ラ イ アント に対し て共有プ リ ンタ ー環境を提供で  

き ま す。

例えば、 64bit サーバーに あら かじ め 32bit の プ リ ンタ ー ド ラ イバーを イ ンスト ー ルし て おく と 、 

32bit ク ラ イ アント にも ド ラ イバーを提供でき ま す。

1 台のク ラ イ アント で複数の ユーザーが共有プ リ ンタ ーを使用する場合は、 各ユーザー ごと に イ

ンスト ー ルし てく ださ い。

< プリンターの共有設定 >
( サーバー )

<Microsoft ネットワーク用クライ アントの確認 >
( サーバー / クライアント )
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クライアントでは、以下の手順でインストールします。

1 [スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド]から[プリンタの追加]     

を選択します。 ( 他の OS の参照先 )

2 「ローカルプリンタまたはネットワークプリンタの選択」画面が表示されます。[ ネット

ワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加します ] を選択します。

3 「プリンタを選択します」画面が表示されます。一覧表示されているプリンターから共有

プリンターにするプリンターを選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

4 共有プリンターがインストールされます。

1 > 2 >

3 > 4 >
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5 共有プリンターがインストールされます。正常にプリンターが動作するか確認するために

[ テストページの印刷 ] ボタンを押します。

6 テストページの印刷結果確認画面が表示されます。正常にテスト印刷された場合は [ 閉じ

る ] ボタンを押します。正常にテスト印刷されなかった場合は、[ プリンタの問題のトラ

ブルシューティング ] を押して、Windows のメッセージに従って確認をしてください。

7 [ 完了 ] ボタンを押すと、共有プリンターのインストールが終了します。

8 [スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド] - [プリンタ] (他のOS        

の参照先 ) からプリンタードライバーがインストールされていることを確認します。

5 >

6 >
7 >
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アン インスト ー ル

クライアントコンピューターから、共有プリンターをアンインストールする方法を説明します。

 共有プリンターを削除する 52 ページ

 APD をアンインストールする 53 ページ

共有プリ ンターの削除
共有プリンターを削除します。次の手順で行います。

1 [スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド] - [プリンタ]を選択し       

ます。( 他の OS の参照先 )

2 削除するプリンタードライバーを右クリックし、[ 削除 ] を選択します。
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APD のアン インスト ー ル
APD をアンインストールします。次の手順で行います。

1 すべての共有プリンターを削除します。共有プリンターの削除 (52 ページ ) を参照してく 

ださい。

2 [スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド] - [プリンタ]を選択し       

ます。 ( 他の OS の参照先 )

3 [ ファイル ] - [ 管理者として実行 ] - [ サーバーのプロパティ ] を選択します。 

( 他の OS の参照先 )

4 「プリントサーバーのプロパティ」画面が表示されます。 

[ドライバ]タブから、削除するプリンタードライバーを選択し、[削除]ボタンを押します。

APD の アン イ ンスト ー ルは、 管理者ユーザーが行っ てく だ さ い。

標準ユーザーがアン イ ンスト ー ルを行 う場合、 管理者ユーザーのパス ワー ド が必要で す。

3 > 4 >
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5 「ドライバとパッケージの削除」画面が表示されます。" ドライバのみ削除する " を選択し、

[OK] ボタンを押します。

Windows XP の場合、手順 5 の画面は表示されません。手順 6 へ進みます。

6 「プリントサーバープロパティ」画面が表示されます。[ はい ] ボタンを押すと、手順 4 で 

選択したプリンタードライバーが削除されます。

7 [ スタート ] - [ コントロール パネル ] - [ プログラムのアンインストール ] を選択します。 

( 他の OS の参照先 )

8 "EPSON APD4 Point and Print Support" を選択し、[ アンインストール ] ボタンを押     

します。"EPSON APD4 Point and Print Support" が削除されます。

9 "EPSON Port Communication Service" を選択し、[ アンインストール ] ボタンを押す   

と、"EPSON Port Communication Service" が削除され、APD のアンインストールが   

終了します。

5 > 6 >
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インスト ー ル後のメ ンテ ナンス

APD をインストールした後のメンテナンス方法を説明します。

 プリンタードライバーを追加する 55 ページ

 プリンタードライバーを削除する 58 ページ

 TM プリンターを置き換える 59 ページ

 TM プリンターに IP アドレスを設定する 60 ページ

 プリンタードライバーのポート設定を変更する 62 ページ

 APD をアップグレードインストールする 64 ページ

プリ ンター ド ラ イバーの追加

全機種のプリンタードライバーの中から、使用するプリンタードライバーを以下の手順で追加します。

1 最小 イ ン スト ー ル、ま た はカ ス タ ムイ ン スト ー ルで " プ ラ グ & プ レ イ で全機                     

種の プ リ ン タ ーの追加を 可能に する。 " に チ ェ ッ ク し なかっ た場合、APD のイ                

ンストーラーのアイコンをダブルクリックします。 

スタンダードインストールした場合、[ スタート ] - [ すべてのプログラム ] - [EPSON]    

- [EPSON Advanced Printer Driver 4] - [APD4 の変更、削除、サイレントインス       

トーラー作成 ] を選択します。

2 「ようこそ」画面が表示されます。" カスタム " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

3 「プリンター設定」画面が表示されます。インストールする機種を選択するため、「追加」

ボタンを押します。

4 「プリンターの追加」画面が表示されます。追加するプリンタードライバーとポートを設

定し、[ 次へ ] ボタンを押します。

[ スタ ート ] - [ コ ント ロ ー ル パネ ル] - [ ハー ド ウ ェ アと サウ ン ド ] - [ プ リ ンタ ] ( 他の OS の        

参照先 ) から 、 直接プ リ ンタ ー ド ラ イバーを追加するこ と はでき ません。

設定 説明

ドライバー選択 プリンタードライバーを選択します。

プリンター名 プリンタードライバー名です。 

これは編集可能です。Unicode、2 バイト文字は使用できません。

ポート種別 TM プリンターを接続するインタフェースを選択します。

LPT 用ポートの作成 : 手順 5 へ進んでください。

COM 用ポートの作成 : 手順 6 へ進んでください。

Ethernet 用ポートの作成 : 手順 7 へ進んでください。

USB 用ポートの作成 : 手順 8 へ進んでください。

通常使うプリンターに設定 Windows のアプリケーションで、通常使うプリンタードライバーにするときに

チェックします。
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5 「パラレル設定」画面が表示されます。パラレルポートの設定をして、[ 次へ ] ボタンを押

します。手順 8 へ進んでください。

6 「シリアル設定」画面が表示されます。シリアルポートの設定をして、[ 次へ ] ボタンを押

します。手順 8 へ進んでください。

7 「Ethernet 設定」画面が表示されます。TM プリンターの IP アドレスを設定して、[ 次へ ]

ボタンを押します。手順 8 へ進んでください。

8 「プリンター設定」画面に戻ります。手順 5 ～手順 7 で設定したプリンタードライバーが 

一覧表示されます。さらに追加する場合、以下の設定をします。 

設定が終了したら [ 次へ ] ボタンを押します。

■ 複数のプリンタードライバーを追加する : 

[ 追加 ] ボタンを押します。手順 5 ～手順 7 を繰り返します。

■ 同じ機種のプリンタードライバーを複数追加する : 

[ コピー ] ボタンを押します。手順 5 ～手順 7 を繰り返します。 

( 同時接続台数は 8 台、ドライバーのコピー は 100 台まで可能です。)

設定 説明

プリンター名 手順 4 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

パラレルポート TM プリンターを接続するパラレルポート番号を指定します。 

通常は設定する必要がありません。

設定 説明

プリンター名 手順 4 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

シリアルポート TM プリンターを接続するシリアルポート番号を指定します。

ボーレート 通信速度を設定します。

データビット データビットを設定します。

ストップビット ストップビットを設定します。

フロー制御 コンピューターとシリアルデバイス間のデータフロー制御を設定します。

パリティ パリティを設定します。

設定 説明

プリンター名 手順 4 で設定したプリンター名が表示されます。ここでは編集できません。

IP アドレス TM プリンターの IP アドレスを設定します。 

TM プリンターに IP アドレスを設定する方法については、60 ページ「TM プ

リンターに IP アドレスを設定する」を参照してください。
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9 「機能の選択」画面が表示されます。コンピューターにインストールする APD の機能を 

選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。以下の機能を選択できます。

10「ファイルコピーの開始」画面が表示されます。" 現在の設定 " からインストールする内容

を確認し、[ 次へ ] ボタンを押します。

11手順 8 で一覧に追加したプリンタードライバーが追加されます。

12「メンテナンスの完了」画面が表示されます。 

[ 完了 ] ボタンを押すと、プリンタードライバーの追加が終了します。

機能 説明

環境 32bit プリンタードライバー 32bit版OS用のEPSONプリンタードライバーをサポートします。

64bit 版 OS からインストールした場合、選択できます。

64bit プリンタードライバー 64bit版OS用のEPSONプリンタードライバーをサポートします。

32bit 版 OS からインストールした場合、選択できます。

Status API .NET .NET 環境で Status API をサポートします。

Devmode API .NET .NET 環境で Devmode API をサポートします。

ヘルプの言語 選択した言語のヘルプを表示可能にします。

ツール TMfLogo TM プリンターにビットマップデータを登録する、TM Flash ロゴ 

登録ユーティリティをインストールします。

メモリースイッチ設定ツール プリンターのメモリースイッチの設定の確認や、変更するメモ

リースイッチ設定ツールをインストールします。

電子ジャーナル 電子ジャーナル設定ユーティリティをインストールします。

用紙レイアウト 用紙レイアウト設定ツールをインストールします。(TM-L90 専用 )

ステータスビューワー ステータスビューワーをインストールします。(TM-C100 専用 )

”ステータスビューワー”にチェックした場合、”自動実行”が選択

可能になります。チェックした場合、ログイン時にステータス

ビューワーが自動起動します。

Printer Network Setting Printer Network Setting をインストールします。

スタートメニューへショートカットを追加 スタートメニューに APD のショートカットが追加されます。 

初期値 : チェックあり
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プリ ンター ド ラ イバーの削除

複数のプリンタードライバーがインストールされていて、使用しなくなったプリンタードライバーを削除する場合、

以下の手順でプリンタードライバーを削除します。

1 [スタート] - [すべてのプログラム] - [EPSON] - [EPSON Advanced Printer Driver         

4] - [APD4 の変更、削除、サイレントインストーラー作成 ] を選択します。

2 「ようこそ」画面が表示されます。" カスタム " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

3 「プリンター設定」画面が表示されます。一覧から削除したいプリンタードライバーを選

択し、[ 削除 ] ボタンを押します。

4 削除確認画面が表示されます。[ はい ] ボタンを押します。

5 「プリンター設定」画面に戻ります。[ 次へ ] ボタンを押します。

6 「機能の選択」画面が表示されます。コンピューターにインストール済みの機能が自動的

にチェックされます。削除したい機能がある場合、チェックを外します。 

[ 次へ ] ボタンを押します。

7 「ファイルコピーの開始」画面が表示されます。" 現在の設定 " から削除するプリンタード

ライバーを確認し、[ 次へ ] ボタンを押します。

8 手順 3 ～手順 5 で削除したプリンタードライバーが削除されます。

9 「メンテナンスの完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンを押すと、プリンタードライ 

バーの削除が終了します。

プ リ ンタ ー ド ラ イバーを すべて削除する場合、アンインストール (32 ページ ) を参照してくださ 

い。

4 >

3 >



59

第 2 章 　 インスト ー ルと セッ ト アッ プ

2

TM プリ ンターを置き換える

修理等で同じ機種、同じインタフェースの TM プリンターを置き換える場合には、以下の点に注意してください。

 どのインタフェースの場合でも、新しい TM プリンターのディップスイッチを、置き換え前の TM プリンターと同

じに設定してください。

 TM プリンターにロゴを登録している場合、再登録しなおしてください。

 メモリースイッチを変更した場合、各 TM プリンターの製品同梱マニュアルか詳細取扱説明書を参照してくださ

い。

各インタフェースごとの置き換え設定は、以下のとおりです。

インタ フェ ース 説明

パラレル 置き換え後の設定はありません。

シリアル ディップスイッチまたはメモリースイッチにより、シリアル通信の設定値を合わせます。

USB 置き換え後の設定はありません。

Ethernet IP アドレスを、置き換え前の TM プリンターに合わせます。
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TM プリ ンターに IP アドレ スを設定する

TM プリンターに IP アドレスを設定するには、最初にプリンタードライバーのポートの IP アドレスを設定し、それ

を TM プリンターに設定します。

以下の手順で設定します。

1 [スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド] - [プリンタ]から設定       

を変更するプリンタードライバーを右クリックし、[ プロパティ ] を選択します。 

( 他の OS の参照先 )

2 TM プリンターのプロパティ画面が表示されます。[ ポート ] タブを選択し、[ ポートの 

構成 ] ボタンを押します。

3 「ポート設定」画面が表示されます。TM プリンターに設定する IP アドレスを指定し、[ プ

リンター設定 ] ボタンを押します。

4 「プリンターのネットワーク設定の開始」画面が表示されます。[ 次へ ] ボタンを押します。

2 > 3 >

4 >
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5 以下の画面が表示されます。対象の TM プリンターを選択し、[ 設定 ] ボタンを押します。

6 「ネットワーク I/F のプロパティー」画面が表示されます。対象の TM プリンターに設定す

るネットワーク設定を確認し、[OK] ボタンを押します。

7 確認画面が表示されます。[ はい ] ボタンを押します。

8 ネットワーク I/F のパスワード入力画面が表示されます。任意でパスワードを入力し、

[OK] ボタンを押します。TM プリンターの IP アドレスの設定が開始されます。

9 以下の画面が表示されると、TMプリンターのIP アドレスの変更が終了です。[OK]ボタン

を押し、終了します。

 [ 検索オプショ ン ] ボタ ンを押し 、検索オプショ ン設定機能を使 う と 、特定の ネッ ト ワーク から

TM プ リ ンタ ーを検索でき ま す。

 対象の TM プ リ ンタ ーが表示さ れない場合、 [ 再検索 ] ボタ ンを押し てく だ さ い。 

[ 再検索 ] ボタ ンを使っ ても 表示さ れない場合、対象の TM プ リ ンタ ーがネッ ト ワーク に接続さ

れて い るか確認し てく だ さ い。

5> 6 >

7 >
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プリ ンター ド ラ イバーのポート 設定を変更

以下のような場合に、プリンタードライバーのポート設定を変更します。

 シリアルインターフェイス： 

シリアルポート、シリアル通信条件、Busy判定基準(他のドライバーとの共存時)、電源OFF判定タイムアウト時間

 イーサネットインターフェイス： 

IP アドレス、その他通信条件

以下の手順で設定を変更します。 

1 [スタート] - [コントロール パネル] - [ハードウェアとサウンド] - [プリンタ]から設定       

を変更するプリンタードライバーを右クリックし、[ プロパティ ] を選択します。 

( 他の OS の参照先 )

2 TM プリンターのプロパティ画面が表示されます。[ ポート ] タブを選択し、[ ポートの 

構成 ] ボタンを押します。
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3 「ポート設定」画面が表示されます。ポートの設定を行います。

 シリアルの場合 :

共通設定や印刷エラー制御を設定できます。[ 詳細設定 ] ボタンを押すと、「シリアルポート設定」画面が

表示されます。

主な設定項目

 イーサネットの場合 :

共通設定や印刷エラー制御を設定できます。また、IP アドレスも変更できます。詳細なネットワーク設

定をする場合、[ 詳細設定 ] ボタンを押すと、「ネットワークポート設定」画面が表示されます。ヘルプを

参照して設定してください。

4 プロパティ画面に戻り、[OK] ボタンを押すと、変更した設定が有効になります。

設定項目 説明

ポート 名 TM プ リ ンタ ーを接続する COM ポート を変更し ま す。

通信条件 通信速度、 バ イト サイズ、 パリ ティ 、 スト ッ プ ビッ ト 、 フ ロ ー制御を

設定し ま す。

Busy 判定基準

( 初期値 : プ リ ンタ ーの設定

に従 う )

OPOS と 共存さ せた場合などに、 ド ラ イバーを切り 替えて印刷すると

TM プ リ ンタ ーの再起動を求め ら れるこ と が あり ま す。こ の場合は、TM

プ リ ンタ ーの設定に従 うを選択し てく だ さ い。

電源 OFF 判定タ イ ムア ウト

( 初期値 : 10000(10 秒 ))

アプ リ ケーシ ョ ン側で早く 判定し た い場合は設定を 変更し て く だ さ

い。
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APD を アッ プグレー ド インスト ー ルする

APD の新しいバージョンをアップグレードインストールします。

1 APD のアイコンをダブルクリックし、インストールを開始します。

2 InstallShield Wizard 画面が表示されます。[ 警告 ] を確認します。 

コンピューターの環境を確認し、インストールを継続する場合は、[ 次へ ] ボタンを押し 

ます。(15 ページの「APD 4.5xx 以降の APD と他のドライバー / ユーティリティの共  

存について」を参照 )

3 「使用許諾契約」画面が表示されます。内容を確認して " 使用許諾契約の全条項に同意しま

す " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

4 APD の新しいバージョンにアップグレードするかの質問画面が表示されます。

[ はい ] ボタンを押します。

APD4.06a 以前のバージョ ンを アッ プ グレ ー ド イ ンスト ー ルする場合、 64bit 版プ リ ンタ ー ド ラ イ

バーを イ ンスト ー ルするかの質問画面が表示さ れま す。 [ はい ] ボタ ンを押すと 64bit 版 OS のク

ラ イ アント にも 、 共有プ リ ンタ ー環境を提供でき ま す。

2 > 3 >

4 >
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5 「プリンター設定」画面が表示されます。[ 次へ ] ボタンを押します。

6 「アップグレードの開始」 画面が表示されます。"現在の設定"からインストールする内容を 

確認し、[ 次へ ] ボタンを押します。

7 APD がアップグレードインストールされます。

8 「アップグレードの完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンを押すと、アップグレード 

インストールが完了します。

プ リ ンタ ー ド ラ イバーを追加する場合、 [ 追加 ] ボタ ンを押し ま す。

6 >

8 >7 >

5 >
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サ イレ ント インスト ー ル
本章では、サイレントインストールの方法について説明しています。

サイレ ント インスト ー ルとは ?

サイレントインストールとは、既にセットアップされている APD の環境を、ユーザーの操作無しに他のコンピュー

ターに簡単にコピーすることです。以下の 2 つの方法があります。

❏ サイレントインストールパッケージ (*.exe) を使う 

コピー元のコンピューターで、サイレントインストールパッケージを作成します。

 このファイルを別のコンピューターで実行すると、コピー元のコンピューターの APD 環境のうち、動作させる

のに必要最小限の APD 環境をインストールできます。

 このファイルでサイレントインストールした環境からは、サイレントインストールパッケージやサイレント 

インストール用スクリプトファイルを作成したり、別のプリンターを追加したりすることはできません。

❏ サイレントインストール用スクリプトファイル (*.inf) を使う 

コピー元のコンピューターで、サイレントインストール用スクリプトファイルを作成します。

 このファイルとAPDファイル(APD_4xxJ.exe)を別のコンピュータにコピーして実行すると、コピー元のコン

ピューターの APD 環境を完全にインストールできます。

 このファイルでサイレントインストールした環境からは、サイレントインストールパッケージやサイレントイ

ンストール用スクリプトファイルの作成ができますし、別のプリンターも追加できます。

この機能を使って、バッチファイルや OS のリカバリディスク、アプリケーションのインストーラーに、APD のイ

ンストールを組み込むことができます。 

また、サイレントインストールするときに、コマンドオプションを付加して、以下の機能を実現できます。

 インストール完了の通知

 インストール完了後の再起動の設定

 アップグレードインストールの設定

 画面表示なしのアンインストール

以下の場合に便利な機能です。

 同じ設定のコンピューターを複数セットアップする場合、セットアップにかかわる作業を軽減できます。

 ディスプレイを持たない環境にもセットアップができます。

 コンピューターに印刷関連の不具合が発生した場合、そのコンピューターのサイレントインストール用スクリ

プトファイルを入手すれば、不具合が発生したコンピューターの APD 環境を別のコンピューターで再現でき

るので、サービスメンテナンス性を向上できます。 ( サイレントインストールパッケージでサイレントインス 

トールした環境は、サイレントインストール用スクリプトファイルを作成できません。)

 サイレ ント イ ンスト ー ルを ご利用に な る場合は、 イ ンタ ーネッ ト エク スプ ロ ー ラー Version 4.0 

以降が必要で す。

 コ ピーさ れるコ ン ピ ュータ ーに既に、 APD3、 APD4 が イ ンスト ー ルさ れて い る場合、 アン イ ン

スト ー ルし てから 、 サイレ ント イ ンスト ー ルし てく だ さ い。
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サ イレ ント インスト ー ルの流れ

サイレントインストールの流れは以下のとおりです。

コピーする APD環境の設定
コピー元コンピューターで、サイレントインストールする APD の環境を作成します。

コピーする APD の環境は以下から選択できます。

 APD の初期設定 

APD をインストールしたときの設定です。

 システム設定 

プリンターのシステム設定です。

 ユーザー設定 

プリンターのユーザー設定です。コピー元ユーザーの設定になります。

APD の設定

プリンターのシステム設定またはユーザー設定をコピーする場合、「設定ガイド プリンター編」を参照して、設定し 

ます。

システ ム設定をセッ ト アッ プする場合

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ ハードウェアとサウンド ] - [ プリンタ ] よりプリンターを右クリックし、      

[ プロパティ ] - [ 詳細設定 ] - [ 標準の設定 ] から設定します。( 他の OS の参照先 )

ユーザー設定をセッ ト アッ プする場合

[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ ハードウェアとサウンド ] - [ プリンタ ] よりプリンターを右クリックし、      

[ プロパティ ] - [ 全般 ] - [ 印刷設定 ] から設定します。( 他の OS の参照先 )

2. パッ ケージの作成 (69 ページ )

1． コ ピー する APD 環境の設定 (68 ページ )
APD の初期設定 / システ ム設定 / ユーザー設定

2. スク リ プト フ ァイ ルの作成 (69 ページ )

3. サイレ ント インスト ー ルの実行 (72 ページ )
( オプショ ンコ マン ド付加 )

コ ピー元コ ンピュ ーター

コ ピー先コ ンピュ ーター
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パッケージ /スクリプト フ ァイルの作成

サイレントインストールパッケージ、サイレントインストール用スクリプトファイルを作成します。 

最初にコピー元コンピューターで、APD のどの環境をコピーするか確認してください。 (68 ページの「コピーする  

APD 環境の設定」を参照 )

以下の手順で作成します。

1 [スタート] - [すべてのプログラム] - [EPSON] - [EPSON Advanced Printer Driver         

4] - [APD4 の変更、削除、サイレントインストーラー作成 ] を選択します。

2 「ようこそ」画面が表示されます。" サイレント " を選択し、[ 次へ ] ボタンを押します。

3 「ファイル名の指定」画面が表示されます。保存場所とファイル名を指定し、作成するファ

イルをサイレントインストールパッケージまたはサイレントインストール用スクリプト

ファイルかを選択します。[ 次へ ] ボタンを押します。

設定 説明

保存する場所とファイル名 作成するファイルの保存場所とファイル名を指定します。

サイレントインストールパッケージの作成  サイレ ント イ ン スト ー ルパッ ケージを生成する場合は、 チェ ッ

ク を付けま す。

 サイレ ント イ ン スト ー ル用スク リ プト フ ァイ ルを生成する場合

は、 チェッ ク を外し ま す。

( 初期値はチェックされています。)

2 > 3 >
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4 「サイレントインストール」画面が表示されます。[ プリンター構成 ] からコピーする設定

を選択し、インストールするプリンターを選択します。コピー元コンピューターにある 

すべてのプリンター (APD でインストールしたプリンター ) を選択しない場合は、[ イン

ストール済みプリンターをすべて含む ]のチェックを外します。[次へ]ボタンを押します。

 [ プリンター構成 ] の設定は、コピー先プリンターの初期値になります。複数のプリンターをインストール

する場合、プリンターごとのプリンター構成は変更できません。

  [ インストール済みプリンターをすべて含む ] にチェックした場合、手順 7 へ進みます。

5 「プリンター選択」画面が表示されます。コピーするプリンタードライバーを選択します。

プリンター名を変更する場合は、[Rename] ボタンを押します。 

プリンター名を変更しない場合は、[ 次へ ] ボタンを押します。手順 7 に進みます。

設定 説明

インストール済みプリンターをすべて含む チェックを付けた場合、コピー元コンピューターにインストールさ

れている APD のプリンターをすべて選択されます。 

チェックを外すと、コピー元コンピューターにインストールされて

いる APD のプリンターを選択できます。

( 初期値はチェックされています。)

プリンター構成 コピーするプリンターの設定を選択します。

プリンター初期値を使用する APD をインストール時の設定です。

現在のシステム設定 プリンターのシステム設定です。 

プリンターの [ プロパティ] - [ 詳細設定 ] - [ 標準の設定 ] から参照    

できます。

現在のユーザー設定 プリンターのユーザー設定です。 

プリンターの [ プロパティ ] から参照できます。

ローカルポート情報 選択できません。

4 > 5 >
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6 「プリンター名の変更」画面が表示されます。プリンター名を変更し、[ 次へ ] ボタンを押

します。

7 「サイレントインストール用スクリプトファイルの作成を開始」画面が表示されます。" 現

在の設定 " から作成するファイルの内容を確認し、[ 次へ ] ボタンを押すとサイレントイ

ンストールパッケージ / サイレントインストール用スクリプトファイルが作成されます。

8 「メンテナンスの完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンを押します。サイレントイン

ストールパッケージ / サイレントインストール用スクリプトファイルが、手順 3 で指定

した場所に作成されています。

6 > 7 >
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サイレ ント インスト ー ルの実行

以下の方法でサイレントインストールできます。

 コピー先コンピューターでサイレントインストールパッケージを実行

 コピー先コンピューターに、サイレントインストール用スクリプトファイルと APD ファイルをコピーして、コ

マンドプロンプトからコマンドを実行

 バッチファイルや、APD 組み込み用アプリケーションを開発して実行

サ イレ ント インスト ー ル方法

サイレントインストールする方法は以下のとおりです。

サ イレ ント インスト ー ルパッ ケージから インスト ー ル
コピー先コンピューターにサイレントインストールパッケージをコピーし、以下のコマンドを実行します。

>[ パッケージファイル名 ( フルパスで記述 )]

例 : D:￥APD4￥Apd4Silent.exe

パッケージファイルを使ったサイレントインストール結果は、[ スタート ] - [ コントロール パネル ] - [ ハードウェ     

アとサウンド ] - [ プリンタ ] からプリンタードライバーがインストールされていることを確認します。

サ イレ ント インスト ー ル用スクリ プト フ ァ イルから インスト ー ル
コピー先コンピューターに、サイレントインストール用スクリプトファイルと APD ファイルをコピーし、以下のコ 

マンドを実行します。 

>[APD_4xxJ.exe ( フルパスで記述 )] [/s /f1” スクリプトファイル名 ( フルパスで記述 )”]

例 : D:￥APD4￥APD_400J.exe /s /f1”D:￥APD4￥Apd4Silent.inf”

インスト ー ル結果の確認

サイレントインストールパッケージ/サイレントインストール用スクリプトファイルのサイレントインストール結果

は , サイレントインストールパッケージ / サイレントインストール用スクリプトファイルと同じ場所に生成される

"APD4SilentSetup.log" の "Result Code" で確認できます。

"Result Code" の内容は以下のとおりです。

Result Code 内容

0 正常にインストールされました。

-3 すでに APD がインストールされています。

2 サイレントインストールに必要なファイルが見つかりません。

1151 APD が サポートされていない OS でサイレントインストールされました。

1223 ユーザーがインストールをキャンセルしました。
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コマン ド オプショ ン

サイレントインストールに付け加えられる機能のコマンドオプションと設定方法は以下のとおりです。

/s /f1 : スクリ プト フ ァ イルを使っ てサ イレ ント インスト ー ル
サイレントインストール用スクリプトファイルを使ってサイレントインストールします。

詳細は、72 ページ「サイレントインストール用スクリプトファイルからインストール」を参照してください。

/s /a : アッ プグレー ド
APD をアップグレードします。APD4 で未サポートのプリンターは削除されます。

使用例

D:￥APD4￥APD_406J.exe /s /a

/uninstall : サ イレ ント アン インスト ー ル
コマンドラインから APD をアンインストールします。

使用例

D:￥APD4￥APD_400J.exe /s /uninstall

/d : サ イレ ント インスト ー ル結果をダ イアログ表示
インストール終了時に、サイレントインストール結果をダイアログで表示します。

使用例

パッ ケージフ ァイ ル

D:￥APD4￥Apd4Silent.exe /d

スク リ プト フ ァイ ル

D:￥APD4￥APD_400J.exe /s /f1”D:￥APD4￥Apd4Silent.inf” /d

コ マ ン ド オプショ ンは組み合わせて使用でき ま す。

"/s" を つけない場合、 アン イ ン スト ー ル画面が表示さ れま す。
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/w /m : サ イレ ント インスト ー ル完了を ウィ ン ド ウメ ッ セージに通知
コマンドに Windows ハンドルとメッセージ ID を付加して、サイレントインストール完了をウィンドウメッセージ

で通知します。

使用例

以下は、Windows ハンドルが 0x6789abc、メッセージ ID が 0x0501 です。

パッ ケージフ ァイ ル

D:￥APD4￥Apd4Silent.exe /w6789abc /m0501

スク リ プト フ ァイ ル

D:￥APD4￥APD_400J.exe /s /f1”D:￥APD4￥Apd4Silent.inf” /w6789abc /m0501

/r : インスト ー ル後の再起動の設定
サイレントインストール完了後の OS の再起動を設定します。

再起動する場合の使用例

パッ ケージフ ァイ ル

D:￥APD4￥Apd4Silent.exe /rY

スク リ プト フ ァイ ル

D:￥APD4￥APD_400J.exe /s /f1”D:￥APD4￥Apd4Silent.inf” /rY

再起動し ない場合の使用例

パッ ケージフ ァイ ル

D:￥APD4￥Apd4Silent.exe /rN

スク リ プト フ ァイ ル

D:￥APD4￥APD_400J.exe /s /f1”D:￥APD4￥Apd4Silent.inf” /rN

/l : インスト ー ルログフ ァ イル名の指定
インストールログ (Apd4Setup.log) の出力先とファイル名を指定します。通常は Windows フォルダーに 

出力されます。

使用例

パッ ケージフ ァイ ル

D:￥APD4￥Apd4Silent.exe /l”D:￥APD4￥log.txt”

スク リ プト フ ァイ ル

D:￥APD4￥APD_400J.exe /s /f1”D:￥APD4￥Apd4Silent.inf” /l”D:￥APD4￥log.txt”

/P : 接続先 IP アドレ スを指定
プリンタードライバーの接続先の IP アドレスを指定します。イーサネット接続時に指定できます。

使用例

パッ ケージフ ァイ ル

D:￥APD4￥Apd4Silent.exe /P192.168.192.168

スク リ プト フ ァイ ル

D:￥APD4￥APD_400J.exe /s /f1”D:￥APD4￥Apd4Silent.inf” /P192.168.192.168
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